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2009 年  02 月  01 日  

熊野の旅 大又川 ５ 洗濯場  

 続けて『大又川』を取り上げてきましたが、この川は国道４２号線が熊野市に入る

と同時に併走し始め、国道がまっすぐ海に向かう飛鳥町小坂で分かれます、それから

下流は国道３０９号線が併走する形になります。 
 『七色ダム』の湖水の始まるところまでずっと道路がそばにあります。 
 道路と川原の高さのさもさほど大きくないので、あちこちで川に下りることは可能

です。 

 
 前にも書いたように、昔はこの川の水を生活に利用してきましたから、小さな集落

ごとに何箇所か降りる道が確保されてきました。 
 そうした場所には『ナベラ』が顔を出し。水辺に近づきよくなっています。 
 そういう場所は『洗濯場・せんたくば』などと呼ばれていました。 
 洗濯機のなかった時代には「アルルの洗濯女」じゃないですが、大又川の洗濯場で

はおばさんたちが洗濯していたのです。 
 ナベラの石は御影石ですからあまり角張らずごつごつしていないので、『洗濯板』

の代わりもしていたようです。 
 『岩』ではなく『岩盤』ですから洪水で場所が変わってしまう心配もないですから

ね。 
 それに広いので、シーツなどの踏み洗いにも使えるし、糊をしたシーツを貼り付け

て乾かすのにも使えました。 
 夏になると焼け入ってはだしで歩けないくらいですから、それこそ、あっという間

に乾きます。 
 このシーツ干しは木本では七里御浜の砂利浜が使われていたのです。 
 飛鳥の川原も使われなくなっていますが、木本の浜も今では使われませんね。 
 木本のほうは汚れが目立って、シーツを広げて貼り付けられないようになってしま

いましたしね。 

  
 大又川の洗濯場に人が降りることもほとんど亡くなってしまったので、川原竹の林

を抜けていた通路なども塞がりかけてしまった所が多いようです。 
 川と生活の縁が切れてくると、川を大切に思う気持ちが薄れてしまって当然です。 
 井戸がポンプになり、その次は自分たちで山から引いた自家用水道になり、最後は

市で引いた簡易水道になり・・・便利できれいな水が大量に使えるようになりました。 
 でも、日本のほとんどの田舎には『下水道』がありません。 
 水が便利になるとともに川が汚れてゆくのが『日本流』なのです。それでも、流域

人口の少ない『大又川』は清流に住む魚がまだ残っています。 
 それに、これ以上汚れが進む心配はありません。あと２０年もすれば人口は半減す

ると思いますからね。 

 
 車でこちらにこられても、何も考えないで『大又川』の横を走ってしまうと思いま

す。 



 ほんの少し時間に余裕があったら、道の駅『熊野きのくに』に車を停め、すぐ横の

親水公園で大又川に触れるとか、適当なところで昔の『洗濯場』などを見つけて降り

てみるとかしてみてください。 
 国道４２号線の場合は対岸にわたると降りる場所が多いです。 

 
 大河にはない、人間と触れ合ってきた『川』がそこにはあります。 
 ドライブの疲れがすっと消えると思いますよ。 

 
Tags:国道４２号線 大又川 モノクロ  大又川・大又上橋     by je2luz | 2009-02-01 
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2009 年  02 月  02 日  

熊野の旅 大又川 川遊びの心得 1  

 川遊びをするには少しだけ装備があった方が楽しいし安全です。 

 
 まず、安全のほうでは・・・ 
 砂地の川ではなく、『ゴロ』と『ナベラ』の川です。 
 近年は少し泥交じりのコケが増えてきて昔ほどは滑らなくなってきていますが、基

本的には紀州御影石の上に水中の藻の類がくっついたところばかりですから、裸足で

は歩けないほど滑ります。 
 渇水期で普段水に入っている部分が乾いていると、その元水中部分が人間が出入り

していて濡れてくると、水中同様にすべるようになります。 
 こうした川では、スポンジのビーチサンダルも結構滑ります。 



 それと、サイズの大きめの物は足との間に水が流れ込むので、急流部分では想像以

上に抵抗を生んで歩行不能になるときや脱げて流れてしまうこともあります。 
 鼻緒がポコンとはめ込んであるものは、すぐに抜けてしまいます。川遊びには向き

ません。 
 履物は脱げてしまうと、意外と流れは速いです。片足裸足で追いかけるのは非常に

難しいです。尻餅をついたり・・・『はまる・はばる』のが落ちです。 

  
 最近の釣り人が履いている川釣り用の地下足袋があれば最高ですが、それより良い

くらいのものが昔からあったのです。 
 『藁ぞうり』です。 
 こいつは滑らないと言う面では驚異的なものです。 
 私が子供のころは川遊びには『藁ぞうり』を履いていったものです。 
 今でもこれは手に入りますが、『民芸品』『室内装飾品』なんて扱いになってしまっ

て、ずいぶん高価なものになっているようですね。 

 

 川遊びは濡れるものです。 
 やはり、ひざくらいまでは入らないと・・・ 
 そして、釣りをするにしても肘までは水につけないと・・・ 
 つまり、半ズボンとか膝までたくし上げられるズボンが良いということです。 
 G パンはそのまま濡らして遊ぶしか出来ません。 
 シャツもたくし上げられるものでないと思いっきり楽しむことは出来ないでしょ

うね。 

 
 もうひとつ、服装で大事なことは… 
 何人に一人かははまっちゃいます。 
 お尻餅をつくのは良いほうで、前のめりに全身ザンブリと入っちゃうこともありま

す。 
 つまり…着替えがあった方がよろしいかと… 



 
 このように、水遊びをすれば、『はまる』ことがあると言うことをしっかり頭に入

れておけば、そうなった時のパニックが少なくて済むと思います。 
 パニックを起こすと１０cm ほどの深さの水で溺死することもありますからね。 
 かく言う私も、小さいころから何度、川に『はまった』ことやら… 
 真冬にはまって泣きながら家に帰ったこともありましたね。 

 
Tags:熊野市 大又川 モノクロ  大又川・小坂水泳場    by je2luz | 2009-02-02 12:07 | 

 

 

 
 
2009 年  02 月  03 日  

熊野の旅 大又川 川遊びの心得 2 魚とり  

 昨日は川遊びの心得の 1 として、『服装』に触れました。 
 ネタ不足の折から、そこで終えて、今日に持ち越しました。 
 連載小説とか劇画などではいい所で「続く」となるのですが、私のブログではどう

もそのような山場は作れません。 
 だらだら書いていて突然「続く」になってしまいます。 

 
 『川遊びの心得』の 2 として、今度は道具とか装備について少し書きます。 
 本格的に『鮎つり』とか『アメノウオつり』などに来られる方は、私など何も言わ

なくても完璧な装備をお持ちですからこの際、除外します。 
 普通に『熊野古道歩き』や『ドライブ』でこちらに出かけてこられる方や、この辺

の人でも『大又川』に慣れていない人のために、少しだけヒントを書いておきます。 

 
 まず、何も無いときには、手ぬぐいを使います。それも、タオルではなく『日本手

ぬぐい・並手ぬぐい』の方が良いですね。 
 これは、小魚…それも 1ｃｍとかせいぜい 2ｍｍくらいまでの稚魚を捕って遊びま

す。 
 両端をこぶに結んで水に入れると浅い袋になるようにして、岸辺の石の周りで泳い

でいるメダカ位のウグイやハエの稚魚をすくいます。 
 この小さなやつをどうするか… 
 捕った物はそのまま飲み込みます。踊り食いみたいなものです。 
 美味しくもなんともありません。 
 なぜ飲み込むかって言うと… 
 『泳ぎが上手くなる』おまじないなのです。 
 今ではこんなことする子供は居ないでしょうけどね。 

 
 もう少し大きくなり３ｃｍにもなると、とてもこんな物や虫捕り網のようなもので

掬えるようなのんびりした連中ではありません。人の気配でサッと逃げる速さは驚く



ほどです。 
 こんな連中は、先日書いた『石小突き』くらいでしか捕れません。 

 
 もう一つ、小魚と『ガブ』を捕って遊ぶなら、『ざる』があるといいですね。 
 今流のザルでも結構です。１００円均一のもので上等です。 
 あまりでかいと、右手にザル、左手で魚を追うと言う動作がしにくいです。せいぜ

い 30ｃｍくらいまででしょう。 
 出来れば、昔式の『竹ザル』の方がいいのですか、これも『藁ぞうり』同様民芸化

して高いようです。 
 まあ、ドジョウ掬いよろしく掬うのです。 
 『ガブ』（川はぜ）は石ころを少しどけると白くなった部分に餌を探しに集まって

きます。だから簡単に？掬えます。 

 
 魚を釣って遊ぶつもりなら、やっぱり『竿』があればいいですね。 
 ただし… 
 都会の方の頭には、川釣りと言うと、柔らかで魚を釣り上げると半円形に曲がるよ

うな柔らかな竿を思い浮かべることが多いようです。 
 『大又川』の魚どもの食いつき具合を堪能するにはそんな柔らかな心細い物では面

白くないです。 
 むしろキス釣りなどの竿のように硬い方が良いです。 
 竹を切って作った竿でもあまり先の細くない方が面白いくらいですからね。 
 『どんぼ』でゆったり釣るならやわらかいのもありですが、『瀬』では石に掛かり

かけた糸を外すことも出来ませんよ。 
 大体、ここの魚は田舎者でがさつですから、餌が目の前を流れるとがぶっと飲み込

んで、ググッと引っ張ります。 
 手ごたえたっぷりです。 
 釣堀のヘラブナなんて中途半端な食いつき方はしません。 
 長さはやはり 3ｍ以上は欲しいですね。 

  
 針と糸はこれまたそんなに神経質にならなくて良いです。 
 道糸も適当なもので良いです。あまり細くて糸が何処にあるのか分からないような

のより、流れているのが良く分かるほど太い方が良いです。それに、軽い石掛りはの

べつですからひっぱたら切れるようでは困ります。 
 『ハリス』なんてのも、アメノウオとかで無ければ要らないくらいです。 
 それと、絶対に要らないのが、『ウキ』と『シズ』です。 
 『瀬』は浅いですし、ドンボはかなり深いです。わざわざ石掛りさせるような『シ

ズ』な絶対つけないことです。 
 餌が勝手に…自然に流れるのが一番魚が喜んで食うものです。 
 針は何でも良いですが、簡単に買えるものでは『キス釣り』の針とハリスのセット

が楽ですね。 
 こいつに『ガロジ』を刺せば何でも食いついてきます。 

 



 実に簡単な道具で遊べるのですが、よそから来た人にやらせると、最初は上手く行

かないようですね。 
 私のように『大又川』で育った人間にとってはこれ以上簡単な釣りは無いのですが

ねえ… 

  
 これらの装備は田舎に行くときにはあったほうが楽しく遊べる必需品かと思いま

す。 
 ただ。安全な川と危険な川があります。 
 流れが緩やかで、水際まで草むらの川は近づくと危険のものが多いです。 
 水に触りにくく、落ちれば背が立たないし這い上がれないことが多いですからね。 
 大体、そんなところには『河童』が住んでいるものです。 

 
Tags:熊野市 大又川 国道４２号線 大又川 小坂・平  by je2luz | 2009-02-03 11:58  

 

 

 

 

2009 年  02 月  04 日  

熊野の旅 大又川 川遊びの心得 3  釣り  

 「大又川」は熊野市の中では寒いところにあります。 
 今私が住んでいる木本町と比べると今の時期の夜中は4度から5度も気温が低いの

です。日が暮れると気温はマイナスになるのが当たり前のところです。さしずめ木本

がハワイなら大又川流域の飛鳥町はチベットみたいなものです。 



  
 寒いところですから、真冬には川遊びをしたくなる雰囲気はありませんね。 
 そうは言っても、川が凍りつくということはありません。 
 岸の近くにある水溜りは凍りつきますし、厳しい寒波がやってくると静かな岸辺の

部分とか背の部分で飛んだしぶきが凍っていることもあります。 
 この辺は冬場は渇水期ですから流れる勢いも弱いですか、流れが凍ることは近年あ

りません。 
 子供のころに一度本流の淵の表面に氷が出来かけたのを見ましたが、もっと昔には

川の流れのかなりの部分が凍ったこともあるようです。 
 熊野は南国というイメージもありますが、こんな寒いところもあるのです。 

 
 この時期にでも魚釣りは出来ます。 
 魚はあまり活発に動いてはいませんが、虫も少ないので本来は飢えているのです。 
 近年は生活廃水も流れ込むので、魚の食生活も変わっているかもしれません。 
 この時期のえさは『みみず』になります。 
 魚が小ぶりですから、あまり立派なミミズは食いが悪いです。少し小ぶりのやつが

良いでしょう。 

 
 冬から春先には風の吹く日も多いです。 
 ここの川のように『シズ』を使わない、えさの重みだけで沈める方法は風にめっぽ

う弱いです。 
 かなりの速さで流しながらつるのですが、空中にある糸の長さに対し、水中の部分

が少なめですから、風に引っ張られて沈まなくなります。 
 暖かい時期なら、魚が活発なので川面を漂うようなえさにでも、いや、空中に浮い

ていても飛びついて食らいついてくれますが寒いときにそんなに元気なのは『アメノ

ウオ』くらいのものです。 
 この『アメノウオ・アマゴ』は 3 月まで禁猟なのかと思います。 
 うんと上流部で普通の釣りをしない部分では完全に『アメノウオ』狙いですが、集

落のあるようなところではアマゴなどは普通の魚を釣っているときの外道としてま

れにかかるだけです。 
 これも勝手に食いついてくるものは避けようがないですからね。 
 でも、この時期に釣りに出かければ目立ちます。 
 たいそうな装備、服装でやっていれば注意されるでしょうね。 

 
 もう少しすると、『舞いウグイ』の季節になります。 
 これは『ウグイの産卵』です。 
 有名な鮭や鱒の産卵は一対一になる生存競争ですが、ウグイは群れで産卵します。 
 春先、桜が咲くころにゴロ石のある緩やかな瀬の所にたくさんのウグイが集まって

きます。 
 その数は数百匹になることもあります。 
 その時期のウグイは婚姻色になっています。 
 腹は真っ赤になり、背中は普段より黒くなります。 



 岸辺や橋の上から見ると黒っぽい目立たない塊です。 
 昔は 30cm にもなるようなのも混じっているほど大きなウグイが輪になってぐる

ぐる回っていたものですが、近年は小さなのが一人前に産卵しているようです。 
 人間同様、目覚めるのが早くなったのか？？？ 

 
 この『舞いウグイ』はイカを釣る「テンヤ」のような錘に針を四方につけた仕掛け

で引っ掛けて吊り上げます。 
 『投網』で一網打尽にする方法もありましたね。 
 ウグイを大量にとっても食べる習慣がないのでこの漁は消えてゆきました。 
 こうした資源に影響するような漁が無くなって来てからのほうが魚の減り方が激

しくなったのは皮肉なものです。 

 
 3 月から 4 月にこちらにこられ、川を眺めていて、運がよければ『舞いウグイ』を

見られるかもしれません。 
 ただ…普通の人だと、指を指されても目を凝らさないとわからないことが多いです。 
 ウグイだって外からは目立ちたくないはずですからね。 

 

Tags:大又川 熊野市 昭和   大又川 小坂      by je2luz | 2009-02-04 12:22 |  

 

 

 

 

2009 年  02 月  05 日  

熊野の旅 そろそろ春の気配が・・・野草  

 立春も過ぎ、暦の上では『春』です。 
 ここしばらくは、暖かい日が続く予報です。 
 日はずいぶん長くなっているし、暖かい日が続くと、色んな物が目を覚まして動き

出します。 



 目を覚まさなくても良いのに、「蚊」なんてのまで、どこで越冬していたのか飛ん

できたりします。 
 梅は今がシーズンです。 
 梅の木のあるところへ行かないので状況はわかりませんが、満開くらいでしょうね。 
 この季節に寒波が来て梅の花が開きかけてからいじけると梅が不作になるようで

す。 
 今年は一週間ほど暖かいとか…豊作になるのでしょうかね？ 
 豊作になれば高級梅の産地『南部』では『梅御殿』の増築でもあるでしょうか？ 

  
 『熊野古道』は田舎道、山道です。 
 スミレが道端で咲いていたり… 
 思わず、一句思い出したり… 
 『山路きて なにやらゆかし すみれ草』なんてね。 
 芭蕉が歩いた道すがらと同じような光景の中を歩くわけです。 

 
 中辺路など海から離れて紀伊山地の中を進みますから、春の訪れは少し遅くなりま

すが、私の家の前を通る、『伊勢道』は全般に海沿い、南斜面・東斜面が多くなりま

す。 
 まさに『牟婁・室』の地です。 
 本州では一番先に春が来るところです。 
 『つくし』『ふきのとう』なんてのは出ていて当たり前です。 
 『ヨモギ』も新芽を出しています。草もちの材料があちこちに転がっています。 
 道端の野草を摘むのは習慣的に自由です。 

 
 もうすぐ、『わらび』が顔を出します。 
 これも、日当たりの良い斜面の林になってしまう前の山地にいっぱい生えて来ます。 
 枯れたワラビのシダが一杯あるところは、一杯生えるところです。 
 一人前１０本もあれば上等ですから簡単におかずの分は取れると思います。 
 これも一応自由に採れます。 
 畑に生えているものは栽培しているときがありますから叱られますよ。 
 『ワラビ』は下茹でしてあく抜きをします。なるべく早く茹でて水にさらしたほう

がおいしく仕上がります。 
 最終日、帰る日に摘まれたほうがよろしいかと思います。 

 
 『タラの芽』も道端に姿を見せます。 
 ものすごい棘々の棒切れの先にぽこんと新芽が乗っています。 
 ちょいと開きかけたものが収穫期です。 
 『タラ』は株別れしていますが、全部をもがれると全部の茎が枯れるときがありま

す。 やたらと増える厄介な雑木なのですが、植生を守るためにも一株の中からは一

部だけ採るようにしてやってください。 
 これも、採取から時間をおかずに調理するほうがおいしいです。 

 



 きのこよりは野草のほうが安心して食べられます。 
 それでも、『毒せり』なんてのがあって、毎年中毒者を出しているようです。 
 見かけは普通の『芹』に似ているので間違えるようです。 
 『毒芹』と言うものがあることを頭に入れていれば水辺に芹が生えていても持って

帰ることはないでしょう。 
 珍味を少し食べて天国に行ったのでは割に合わないですからね。 

 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ   松本峠     by je2luz | 2009-02-05 12:26  

 

 

 

 

2009 年  02 月  06 日  

熊野の旅 紀勢自動車道 素通りへの道  

 明日、２月７日に『紀勢自動車道』の『大宮大台 IC－紀勢大内山』間 10.5Km が

開通するようです。 
 いわゆる、『高速道路』と言うもののない東紀州にも少しずつ伸びてきています。 
 ここまで伸びてくると、我が家から高速の入り口まで６０Km あまりでしょうか… 

  
 元々空っぽの国道４２号線ですから、一部の車両がこの高速道路に載ってしまえば、

下の道もますます高速道路化して来ます。 
 国道４２号線の三重県側は昭和４０年代に改修された物で割合と走りよい道です。

和歌山県側のようにきついカーブは少ないです。 



 私は『非高速道路派』です。高速道路があっても一般道を走るほうです。 
 阪神高速とか首都高のように郊外から都心に向かうものは使いますが、一般道とあ

まり変わらないところでは高速には乗りません。 
 『伊勢自動車道』もほとんど乗りません。まして、交通渋滞もない『紀勢自動車道』

は今までに供用開始されていた区間にも一度も乗ったことがないのです。 
 今回の区間も当分乗ることはないでしょうね。 

 
 長距離は夜中から早朝にかけて走るのが常識だと思っていますから、田舎の高速道

路はあまりありがたみがないのです。燃費が良くなるわけでもなし、時間もそんなに

早くなるものではなし… 
 うんと長距離となると差が出てきますが、道のすいている田舎区間の 50Km とか

100Km ってそんなの差がありません。せいぜい３０分くらいでしょう。 
 走りにくい、片側一車線・対向の高速道路なんて…一般道より危険なくらいです。 

 
 で… 
 この区間には『滝原宮』があります。 
 『元伊勢』として由緒ある神社ですし、そこそこ環境客も訪れています。 
 観光バスも、トイレ休憩をかねて入っています。 
 明日からはこの観光客は激減するでしょうね。 
 『大宮大台インター』で降りて『滝原宮』によってから国道４２号線を走っても所

要時間は、参拝の時間を除けば５分ほどしか変わりませんが、そうする観光客は少な

いでしょうね。 
 これが、高速道路の出来た観光地で見られる現象です。 
 メインになるところへ直行してしまうからです。 
 道中の時間を節約できるので、途中の観光スポットにも立ち寄ろうなんてことは心

理的にも浮かんでこないのです。 
 『遠いから早めに出よう…』という心理が、『高速があるから普通に出ればよかろ

う…』に変わるほうが多いくらいでしょうね。 

 
 『物流』を大義名分に入れていますが、かつてのように紀伊半島から中京、関東へ

向けた荷物が運び出されては居ません。 
 『材木』『石材』『水産物』すべて激減してしまっています。 
 価格の下落で、一円でもコストを抑えなくてはならないので『高速代』の払えない

状態の産物ばかりになっています。 
 一日数台の材木や石材を積んだトラックのために産業道路は要らないでしょう。 
 枯葉マークのドライバーにも高速道路は要らないでしょう。 
 採算が合うように区間別料金体制を敷いたら、こんな田舎区間は今の１０倍くらい

でも駄目でしょうね。 

 
 先日、キャンペーンにつられて『ETC』を買いましたが、この区間では使うメリッ

トがありませんね。 
 『紀勢自動車道』『伊勢自動車道』は本線・支線みたいなもので直結ですが、その



先は無料の『東名阪自動車道』…『有料の東名阪自動車道』・・・『名古屋高速』など

と細切れ乗り継ぎになっていますから、高速道路割引制度の恩恵も細切れになっちゃ

うのでしょうね。 
 この、『ETC』なるものは現金を払わないので、金銭感覚を麻痺させて、使わなく

ても良い高速道路に乗せてしまうことも多いでしょうね。 

 
 まあ、遠くからのお客様は高速慣れしていますから無条件で乗り継いでこられると

思います。 
 東京からの 550Km で自動車専用道路は 480Km ほどになりました。 
 高速の区間は何も見えないですが、『熊野古道』は近くなります。ぜひこの機会に

走ってきてください。 

 

 滝原宮の鳥居の前にある茶店です。 
 観光客とは無縁のような雰囲気ですが・・・ 
Tags:国道４２号線 熊野古道 モノクロ   滝原宮   by je2luz | 2009-02-06 13:05  

 

 

 

 

 

2009 年  02 月  07 日  

熊野の旅 月例 熊野市報 ２月号より  

 例によって、熊野市報から… 
   人の動き 平成２１年１月１日現在 
    人口    20.651  +1 
     男     9.636  +3 
     女    11.015  -2 
    世帯数  10.003  -4 



 おやおや…非常に安定しています。 
 お誕生のほうに１０人も名前が出ています。 
 でも、いつもながら山間部とかには居ませんね。 
 お悔やみのほうでは満遍なく市内一円で亡くなっていますが・・・ 
 死ぬほうには年齢制限は無いですが、生むほうでは年齢制限がありますからね。 

 
 合併した紀和町が熊野市内扱いになるそうです。 
 昔々、熊野市に入った久生屋町と金山町が熊野市扱いになるのに何十年もかかりま

した。 
 それは、郵便の配達業務で、熊野郵便局の管内に変更され郵便番号などもしない扱

いになるまでの話でした。 
 電話は、交換手から自動電話になるときにはもう熊野市でしたからすんなり熊野市

内扱いでしたがね。 
 紀和町は二年ほど前の話ですから、電話番号は当然市外扱いになっていました。 
 よそから掛けるときは、どっち道１０桁の番号をまわすのですから同じですが、熊

野市内から掛けるときに、今は市内同士なのに毎回１０桁回さないといけないのです。 
 平成の大合併で全国でこんな場所が一杯出来ているわけですけどね。 
 ４月１日からは市内局番が二桁になり、市外局番が一つ減る…熊野市内と桁数がそ

ろいます。そして、市内同士は ８×ー○○○○ で掛かるようになります。 
 桁の切れ目を変えるだけで電話番号は変わりませんが、紀和町の人や紀和町に知り

合いが居る熊野市内の人、市役所などはかなり便利になると思います。 
 郵便局の管轄違いは、不在郵便を受け取りに行くときくらいの問題で、日常には関

係ないのですが、電話のほうはもっと密着していますからね。 
 これで、紀和町も熊野市内として違和感がなくなるでしょう。 

 

五郷中学校 
 熊野に移住したい方へ・・・ 
 市内・遊木町と五郷町の教員住宅の跡地が売りに出ています。田舎住まいには中途

半端な程度に便利な場所のはずです。 
 もっと山の中の、廃校になったようなところの方が『文化人好み』でしょうけどね。 
 詳しくは・・・ 



  熊野市役所の総務課管財契約係りに問い合わせてください。 
 五郷町の分は安いと思います。 
 申し込みは２月９日～２０日（金） 
 入札は ２月２３日（月） 13：30～ だそうです。 

 
Tags:熊野市 モノクロ         by je2luz | 2009-02-07 12:17  

 

 

 

2009 年  02 月  08 日  

熊野の旅 熊野市報 ２月号より 続き  

 今年も県立木本高校定時制の募集が始まります。 
 いまでは、『苦学生』はほとんど居なくなっているようですが、若いときに勉強が

嫌いだったとか、行けなかったという方が入学しているようです。 
 存続が危ぶまれながらも続いています、 
  受験料は９５０円 
  検査科目 国語・数学・英語・面接・作文・・・ただし、２０歳以上の場合は面

接と作文のみ 
  定員 ４０ 
  出願書類  入学願書・調査書・・・ただし、２０歳以上は卒業証明書） 
  出願期日  後期選抜 ２月２４日～２６日 
          再募集  ３月１９日～２３日 
          追加募集 ３月２６日～２７日 
  問合せ先  三重県立木本高等学校 0597-85-3811 

 
 驚きました。 
 市県民税などの税務相談をやっているのは知っていましたが、老齢化と交通手段が

無いと言うことでしょうね。今年の申告時の相談は熊野市役所だけでなく９箇所もの

出張相談場所を設けています。 
 そのうちの７箇所は旧・紀和町です。 
 人口１５００人ほどですし、半数が老齢者です。そして、年金生活者です。 
 税金を取るときとはいえ、２００人に一箇所の申告相談窓口を開くのですから、行

政サービスとしてはかなりのものです。 
 まあ、選挙のときも投票予定者１０人ほどの投票所を作らなくてはならないところ

ですからね。 
 数字の上では、熊野市はこのように住民に優しいようです。 
 固定資産税とか健康保険税とかは法律で許される上限を適用してでも… 

 
 伝統的に、熊野市の市職員は優しいほうです。 
 隣接する自治体に比べても、事務手続きなども市民に優しいと思います。 
 小さな町だし、昔の市長さんの方針もありましたからね。 



 この、『役場』的な部分も少しずつ薄れて行くのでしょうね。 
 でも、都会のようにたらいまわしは少ないと思いますよ。 
 この際、昨日の教員住宅用地の払い下げとかで住まいを確保し、昼間は熊野古道を

歩いたり魚を釣ったり、夜は木本高校定時制でのんびり学びなおしをして…そんな老

後を送りに熊野に来ませんか？ 
 金山小学校の跡地の分譲も多分残っていると思いますしね。 
 下の校門は旧制女学校から私が学んだころの木本高等学校の正門だったものです。

今は正門の場所が少し変わり、記念品として残されています。 

 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ             by je2luz | 2009-02-08 11: 

 

 

 

 

2009 年  02 月  09 日  

熊野の旅 見かけなくなったお乞食さん  

 昔、ホームレスなんて言葉が無かったころ・・・ 
 紀州とかの南の地方には、冬になると『お乞食さん』が回ってきたものです。 
 ずっと住み着くと嫌われますし、もらいも少なくなるからでしょう、何日かごとに

場所を変えながら回っていました。 
 毎年、同じ時期に同じ人が回ってきます。 
 取り立てて歓迎するわけではありませんが、高齢になっている冬場の来客ですから、

門に立つと何がしかの施しをする家が多かったものです。 
 まだ、ものがふんだんにある時代で無いですから、一軒でもらえるものはたが知れ

ていたでしょうが、日本人の心の中に『思いやり』などと言うものが今より多く残っ

ていたのでしょうね。 

 
 そして、当然のように回ってこない年がやってきます。 
 遠くまでの旅が出来なくなったか、帰ってこられないところに旅立たれたのか… 
 春が近づいても、回ってこない「お乞食さん」が居ると、誰ともなしに… 
 『今年はあのじいさん回ってこなんだのし』 
 『そう言や、こなんだのし』 
 『どこそで死んだんかいのう…』 
 『年じゃったでのう』 
 『かわいそうにのう…』 
 などとささやかれたものです。 
 おそらく、紀伊半島に入ってぐるりと回る間の集落ごとにうわさになったのでしょ

うね。 
 同じようにぼろを着て、ほとんど口も利かずに門付けをしていても、不思議と好か

れる「お乞食さん」と嫌われる人が居ましたね。 
 漂う雰囲気がそうさせるのでしょうね。 



 
 こうした『お乞食さん』の野宿する場所は大体決まっていました。 
 集落のはずれの南斜面にある岩陰などです。 
 そうした場所を『乞食のがま』と呼んでいました。 
 『がま』は『穴』のことです。「穴を開ける」は「がまをあける」で「肛門」は「し

んのがま」です。 
 この『乞食のがま』は子供にとってはやっぱり少し怖い感じなので近寄りませんで

したね。 
 でも、今のようにいじめに行ったりはしませんでした。 

 
 こうした『乞食のがま』のような宿泊場所は、乞食同士では口伝で広がっていたよ

うで、回ってくる乞食はほとんどそこに寝泊りしていましたね。 
 そんな中で、いささか目立ったのが、『獅子岩』でした。 
 獅子岩は温かい海のそばで東南方向に向かっています。 
 北風や西風は後ろの山と獅子岩でさえげられます。 
 朝日が昇ればその瞬間から暖かさが伝わります。 
 木本、有馬、井戸は結構町になっているので市場も大きくなり、長期間居座る「お

乞食さん」も居ましたね。 
 この場合も、展望台から見える場所に筵小屋を作る人と観光客からは見えないよう

に遠慮がちに作る人が居ましたね。これも、性格でしょうね。 
 昭和４０年ごろにはまだ見られた光景です。 
 いまでもごくまれにリアカーを引いた「お乞食さん」を国道で見かけるときがあり

ます。 

 

 今の時代は、季節に応じて旅を続ける本格的な「お乞食さん」が減ってしまい、『ホ

ームレス』『路上生活者』という都市型に変わってしまったようです。 
 たしかに、田舎を廻っていたのでは残飯もありませんからね。 
 それと、田舎とはいえ、住民の気質は昔と違いますから、門付けをすると警察を呼

ぶ人も居るでしょうしね。 



 乞食に優しくない社会は普通の人同士でも優しさに欠けているのでしょうね。 

 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ    獅子岩     by je2luz | 2009-02-09 11:52 

 

 

 

 

2009 年  02 月  10 日  

熊野の旅 もうすぐ終わる サンマのシーズン  

 世間では『秋』のイメージのある『さんま』も熊野では『冬』のものです。 
 捕れはじめが１１月とかの話でし、最盛期は１２月・１月になるものです。当然『冬』

のものです。 
 その時期だからこそ、そして、生食がおいしくないほど脂の無いサンマだからこそ

丸干しや寿司が考案されたのです。 
 人工乾燥による干物作りが主流になってしまっては居ますが、サンマの丸干しに関

しては『天日干し』のものもたくさん作られています。 
 暖かいところとは言ってもこの時期は干物が傷む様な気温ではありません。空気も

乾燥しているし上天気が続くし… 
 人工乾燥機に比べ、干し広げる手間が少しかかりますがエネルギーの電気代がまっ

たくかかりません。おまけに、太陽光の働きで今で言う『旨味成分』が増えるので、

味も格段においしくなります。 

 
 はらわたの入った丸のままの魚を日向に放り出すなんて…それも、塩漬けほどの塩

ではなく甘塩程度で…食品の常識からすると怖いような話なのですが、これは腐らな

いのですね。この寒中だけではなく、もっと暖かな時期でも大丈夫なのですね。 
 薄塩の鮭の切り身などを冷蔵庫に入れ忘れて丸一日など経てば食べるのが怖くな

ったりしますが、日向に二日も三日も転がした丸のままのサンマを食べるのですから

ね。それも、はらわたが美味しいと言ってそちらを優先する人まで居ます。 
 不思議なものです。 

 
 今はまだ丸干しの旬です。この辺の魚屋さんの魚干し場には『サンマのすだれ』が

毎日かかっています。大々的に出荷するほどの水産業者は無いのですが、毎日毎日干

しています。そして、街中の魚屋さんでもスーパーでも『サンマの丸干し』は定番商

品です。 お土産屋さんや通販でも定番商品です。 

 
 一時期は、保健婦さんとか栄養指導員さんとかの攻撃目標になったこともあります。 
 『紀州の人は味の濃い食事ばかりとり、サンマの干物などの塩辛い物をのべつ食べ

るから血圧も高いし、成人病が多いのです！』…と、やられたものです。 
 言われても減らないのが塩辛い料理とサンマの丸干しだったのでしょうね。 
 しかし、その割りに、年寄りが長生きするらしく、老齢化が進んでいます。 

  



 『うまいものを食って死ねたら幸せだ』なんてまでは思わないのでしょうが、味気

の無い食事を食べてストレスがたまるよりは、腹いっぱいサンマの丸干しを食べてぽ

っくり逝く方が紀州人らしいのかもしれません。 

 

Tags:熊野の味 七里御浜 熊野市              by je2luz | 2009-02-10 12:03 

 

 

 

 

2009 年  02 月  11 日  

熊野の旅 もうすぐ始まる時期なのに・・・  

 熊野のサンマ漁は１１月ごろからはじまり、魚群がすっかり姿を消す春まで行われ

ます。 
 何しろ、脂がなくなっておいしくなくなったほうがうれしいという熊野のサンマ漁

ですから獲れさえすれば続きます・ 
 熊野名物の『サンマの丸干し』はサンマが獲れる間中続けられたものです。 
 そして、春になるとそれも姿を消したものなのですが、今では獲れ獲れを冷凍し、

それを解凍し人工乾燥するので年中行われます。 
 さらに、今の時期に干した『天日干し』のものも急速冷凍して保存しますから、年

中『サンマの丸干し』が流通しています。 
 名物ですから、あるとき…ないとき…では困るのですけどね。 
  サンマ漁が終わるころになると始まるのが『地引網漁』です。 
 『いわし』が少し大きくなってきて岸辺を回遊する時期に盛んに引かれたものです。 
 木本海岸でも二統の地引が引かれました。 



 このすぐ前の浜でも引かれたのでよく見物したものです。 
 シーズンになると、浜には『和船』が用意され、『ロクロ』などの道具も用意され

ていましたね。 
 娘が小学生の高学年のときの写真にその和船をバックにしたものがあります。 
 つまり、その時期にはまだ少しは引かれていたのでしょうね。 
 この二統の地引の漁業権は海岸侵食対策の潜堤工事のために買収されて消滅して

います。 
 少し南の『口有馬』の地引は「観光地引」として存続していますが、肝心の観光客

の依頼がないのでほとんど見かけませんね。 
 このように、『七里御浜』には集落ごとに地引があったのです。 

 
 昔は春先から浜に出ると、長い棒を取り付けた二基の『ロクロ』に女の人がたくさ

ん取り付いてまわしていました。長いロープの先に大きな網が付いているので結構重

いので「ろくろ」を使っていたのです。 
 掛け声をかけながら同じ場所をぐるぐる回るのです。 
 普通に歩くのもしんどい浜で、長い時間同じところを回る仕事ですから大変なもの

だったでしょうね。 
 だから、漁師町のお上さんたちは日焼けして真っ黒だったのです。 
 そのころは「おかみさん」「おばさん」ではなく『おばやん』と呼んでいましたけ

どね。 
 この作業を少し手伝うと魚を分けても会えました。それを目的に浜筋のおばやん連

中も手伝っていましたね。用意周到に「バケツ」を持参していましたね。 
 私などは手伝いもしないでボーッと立っていただけで、『兄ちゃんもいるか？』と、

もらって帰ったこともあります。 
 のんびりした時代の話ですね。 

 
 この地引の光景も今ではよほど運が良くないと見られませんね。 
 春霞のたなびく松原の先の浜で、轆轤を回す女たち… 



 絵になる光景なのですが… 
 その松原から松が消え、浜からは地引も岡に上げた和船も消えました。 
 浜に賑わいはもう復活はしないのでしょうね。 

 
 カメラは    ウェルタ・ペルレ 
Tags:熊野市 七里御浜 モノクロ  七里御浜    by je2luz | 2009-02-11 12:53 

 

 

 

 

2009 年  02 月  12 日  

熊野の旅 昔から数が足りない 鬼  

 以前から、このあたりの地名には『鬼』が付いたところが多いと書いてきています

が、それには番号が付いています。 
 この『鬼』は海賊・山賊であろうと言われています。 

  
 この鬼の記述はずいぶん古いものがあるようです。 
 「大化の改新」（646）のすぐ前の６３８年の『熊野年代記』の記載に… 

 
 熊野鬼の本奥に鬼あり。二鬼・三鬼・八鬼・九鬼と云う。二志鬼の一流なり… 

 
 今流に言うと、『熊野市木本町の先には海賊などが住んでいる。二木島・三木里・

八鬼山・九鬼などである。これは大紀町錦の一派である。 
 という事でしょう。 
 このとき書かれていないのが木本の手前の一鬼・市木です。 
 木本から先に関しては 4・5・5・7 が抜けています。 
 これは今でも抜けているのです。 
 つまり、７世紀から変わっていないということです。一体、この番号はどこへ行っ

たのでしょうね。 
 大体、三木里・三木浦と九鬼の間はものすごく近くて四つもの鬼が住めるようなも

のではありません。 
 人が住めるような島もありませんしね。 
 縁起が悪いから付けなかったと言うにしては欠番が多すぎますしね。 
 よくわからない話ですが、この時代には船の往来も多く海賊も飯が食えたようです。 
 この時期の大化５年（649）には、『熊野参詣人道を作る』なんて世界遺産作りの

工事が始まっていたようです。 
 日本の観光開発の走りでしょうね。 
 何しろ、熊野道なんて国を動かしたり、食料を運んだりという幹線道路にはなりえ

ないものですからね。 
 熊野の国司？別当？あたりが陳情にでも行って誘致してきたのでしょうか？ 
 その割りに、高速道路とかは日本でも一番後にしていますね。 



 神々の里を守るためなのでしょうかね。 
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2009 年  02 月  13 日  

熊野の旅 国際交流 今昔 徐福・トルコ軍艦  

 先日、串本にトルコ海軍の士官たちが訪れたようです。 
 日本に寄港したトルコ海軍の乗組員だそうです。 

 
 明治２３年（１８９０年）、トルコ海軍のエルトゥールル号が日本への親善訪問の

帰りに潮岬沖で遭難し、殉職者５８７名、生存者わずかに６９名という惨事が起きま

した。 
 そのときに地元の人たちが懸命の救助をし、死者を弔ったことへの返礼と殉職者へ

の慰霊で、今でもこうして訪れるようです。 

 
 熊野灘は、『灘』と付くだけに荒れる海です。こうした遭難は大昔から起きていた

ようです。 
 古くは、伝説の世界になる神武天皇のころにも軍勢が遭難して二木島湾に逃げ込み、

それを地元の漁師たちが救助したなんて話が残っています。 
 二木島の『舟こぎ祭り』はこれに由来するなどとも言われています。 

 
 太平洋戦争中には山の中で異国の人を拘留、強制労働させることが起きました。 
 紀和町の紀州入鹿鉱山での話です。朝鮮半島からの強制連行した労働者、イギリス

軍の捕虜などが坑内労働に動員され、多数の犠牲者を出しました。 
 戦後ずっと経ってから、イギリスの人たちは許してくれ、『イルカボーイズ』と言

う名前で、異国に眠る戦友のお墓に参るようになっていたことは何回か書きました。 
 これも、本人たちが老齢化してしまい、昨年でその形は終わったようです。 



 これからは単純な国際親善事業になる感じです。 

 
 歴史上はっきりしない話になりますが、「秦の始皇帝」に不老不死の薬を探せと命

じられて日本にやってきた『徐福』は、ここ熊野の地にも薬草探しにやってきたよう

です。 
 死んだのもこの辺だと言う話で、あちこちに伝説が残されているようです。 
 ここ熊野市の波田須には『徐福の宮』があり、今でも地域の人に手厚く守られてい

ます。 
 この徐福に関しての国際交流の古い記録が残されているようです。 
 朱鳥４年（690）２月、熊野鬼ノ本に異国船二隻来る、徐福祠に詣で詩を読む…と、

熊野年代記に書かれているようです。 

 
 おとといの熊野人道の建設が観光振興のはしりなら、この徐福の祠に中国からの訪

問者があった事などは国際親善事業のはしりでしょうね。 
 海に面しているので、色んなものが流れ着いたでしょう。 
 日本海側と違い、向かいっ側に国などないので、遭難だとかで流れ着くのがほとん

どだったでしょうけどね。 

 

 ちなみに… 
 徐福が探しにきたのは『天台烏薬』だと言われています。 
 一時期はすっかり忘れられていましたし、薬効なんて何も伝わっていませんが、近

年では観光用物産として、これが植えられ、『天台烏薬茶』などとして、お土産屋さ

んなどで売られています。 
 何しろ『始皇帝』に命じられた『徐福』が探しにきた、『不老不死の妙薬』のはず

です。一度試されてはいかがですか？ 
 少しでも何かに効くのなら、地元で民間薬として伝承されてきたでしょうけどね。 
 アロエの医者要らず以下なのかもしれませんね。 
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